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新旧ゴレタリ′卜の雛 ぎをイ言う豫ドん彙イで久り旧コンフリ
ート晨面の筵だr.工孝グレ 住七たで1・

われわ蒻弥拍くて、/1iうべく影渚.拗 、わ)じ
'ん
名のム●ない工法を除旧|うことグ“奪びめる.また、竹|えヽ71こ

陽 稲柔のようなジ由選匂を続 ,神戯寄り場合に13,工を期画ノ解たさ・Itつためなユれ を薦繁とされoことゲ

多い。このような分1キ下にお,1て有効K■コンクリートのみ画知理を行うなスとして,シヨットプラストを争1ロ

すう方法ザ薄んられる。このオカ知■,税に着オらが織 を行ったように,1)①泊コ)ク1-卜の鬱霞が衝くル′与

を 濯腹でぁっても迪囲ゲ可能なこと′②)・ットブラストの条1キ″1通″で
'の
れ戚 荻面無理をたこレk旧コン

ク̀ |―卜に新コンクリ
ートを僣軍購イ腋tてし十分高l、自げ銀 及〆ぜん離 たグ得られうこと,′〕どゲ明らがに

されて, ゎヽ。そこで,本支でいショットブラストを力l用した新旧コンクリ
ントの新し,J町雄ぎ=な Kつ1 でヽ■,健

`争1局富打ちィ1った。
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〕ョットブラスト欠鰤量を41,た場心に,コLクリートの画ロト′使

用オ'オ叶′)3ッ トの1安麻 1監′費ιヂョ通i(ョンクリート孝1夕気嘔臼と“Ц曲

)等の二ヽヽによ,2コンク:|―卜をれ輸の町ず
'り
滉こ及が坪り旬(凹凸

)瀑さがどのような彩響a免けbグを調べ
、た.ス′無理面に直棒新

コンク'|…卜とll経いて場心の口げ並びに直ル 面しん断強みを,

永子笈""臼 町饉ゴあ"馴卜につぃて銅べ′さらK督4襄訪KC家 によ

うキT経ざ鍵 についても囃器村を行 っκ。(凰
-1参 照)

シュットブラストの多ヨツトl`,い■れιφ″Ⅲこの夕印求とt/′

居粉も塞農をクダ%をと一たにしノ“uψ整農ιぅ。りし
ガら900,夕に嚢化さ七た。 コンクリートの配

合は、永ιメントたを"zグら̀メとし,4_t脅初
!`漱父向ネ柄性の耕層(最大寸ス″ⅢⅢ′

χ重2.7●)及び大■"|たの叫“申|(景

大すス20轟′ μ重ス“)と,きた細

骨材1■全て信ず曰Lの"柘ケ(蛯ワ2.`2

五“,3.03)を■いた。

コ)ク'|―卜は諮 l`,いすれも無

今`」巳̀ で氷マ差生(20し)aた こレ

てがら)ョ ンヽトプラスト解″を行日′

ロー翻 風ぴbl―配心のコンタ:|―ト

を直璃鋼継ざ,ゎ今年錮Lで申輛断夕嘲全産

角,た。

a ) 曲 げ 用 供 試 体

b ) せ ん 断 用 供 試 体

c ) R C は り 用 供 試 体

図 - 1  実 験 に 用 い た 供 試 体 の 寸 法 ・形 状 ・載 荷 方 法

写 真 - 1  シ ョ ッ ト プ ラ ス ト処 理 を 行 っ た R C ば り
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